
　愛知県津島市に鎮座する津島神社でも江戸時代
までは御師活動が盛んであった。しかし、明治時代
に入り、明治政府の宗教政策の一環で、全国に広が
る檀那場への祈祷、配札活動をはじめとする御師の
活動が出来なくなった。しかし、御師の末裔たち
は、結社係として津島神社と檀那場を橋渡する役割
は続いたのである。 
　その御師でもあった氷室作大夫家では、明治時
代以降も、御師時代と同様、遠方にあるかつての檀
那場から代参などで参拝に来る檀那（檀家）を自
宅に宿泊させることがあった。それは昭和16年
（1941）に太々講社結社係を返上し結社係を廃業
するまで続いたようである（注１）。 
　これまで津島御師や氷室作大夫家についての研究
は、伊藤晁雄「津島神社の御師活動と太々講社」
（注２）、小島廣次「津島とお天王様」（注
３）、『愛知県史民俗調査報告書四 津島・尾張西
部』所収の服部元之「津島・氷室作大夫家文書」
（注４）、小早川道子「津島御師の廻檀活動ー氷
室作大夫家文書「三遠州且檀手引帳」を中心に」
（注５）、林淳「津島御師の檀那場経営」（注
６）がある。更に、金原佳子「近世初期津島信仰
の展開と御師 『大吉檀那帳』を中心にして」（注
７）、同氏「近世伊勢国における津島御師」（注
８）、同氏「近世伊勢国の津島御師と天王信仰
『伊勢檀家覚帳』を中心として」（注９）、林淳「近
世津島社の社家組織と御師」（注10）、石田泰弘
「津島御師・手代の廻檀活動」などが報告されてき
た（注11）。これらの一連の研究から、津島御
師、ひいては氷室作大夫がどのように廻檀家活動を
していたのかということに関しては明らかになりつ
つある。しかし、津島御師の活動のなかで廻檀活動
は重要な部分を占めているが、津島御師の全容を明

らかにするまでには至っていない。 
　これまでの先行研究で取り上げられている氷室作
大夫家所蔵の旦那帳類は氷室作大夫家文書の一部
である。氷室作大夫家文書の概要に関しては服部元
之氏が「津島・氷室作大夫家文書」で記しているが、
氷室作大夫家文書の全体像を解明するには至ってい
ない。氷室作大夫家をはじめ津島御師の活動に関し
てはまだ不明なことが多いのが現状である。 
　平成元年（1989）、氷室作大夫家より津島市へ
古文書類、土地、旧住居、一部の家財道具、一部
の御師活動に関する諸道具が寄贈された（注
12）。そのなかには自宅に遠方から参拝に来た檀
那（檀家）を宿泊させる際に使用したであろう什器
も含まれていたが、什器は寄付された当時のまま保
管されてきた。筆者は津島市教育委員会の協力で什
器の調査をする機会を得た。本稿では、この什器
や史料のなかから氷室作大夫家が檀那（檀家）を
宿泊させた際のもてなしについて報告し、氷室作大
夫家がどのように檀那（檀家）をもてなしていたの
かについて報告したい。 

１、氷室作大夫家について 
　津島神社は、近世以前には、神主家を筆頭に社
家と社僧によって構成されていた。時代によって違
いがあるが、『愛知県史民俗調査報告書四 津島・
尾張西部』に掲載されている社家一覧は貞享３年
（1686）成立の原本の写しから作成された表であ
る。それには、神主氷室家を頂点に神官（堀田右
馬大夫・河村九郎大夫・堀田番頭大夫・真野太郎
大夫・服部源八大夫）、神楽方（服部匂當大夫・
平野三郎大夫・大矢部刑部大夫・服部又四郎大
夫・田中彦大夫・氷室光大夫・服部乙若大夫）、
神子方（服部左一大夫・宇都宮右一大夫・堀田開
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田大夫・大矢部孫七大夫・服部左源大夫）、庶子
禰宜（堀田右京・堀田吉左衛門・堀田権大夫・堀
田主税・堀田五郎右衛門・堀田三大夫・堀田平大
夫・真野八左衛門・服部八大夫・服部勘之助・服
部竹之助・平野七太郎・氷室作大夫）、社僧（明
星院・実相院・観音坊・宝寿院）の35人で津島神
社が構成されていたことが記されている（注
13）。そのなかで、庶子禰宜は所領を持っておら
ず、御師の担当する檀那場への廻檀活動や祈祷、
檀那（檀家）を自宅に宿泊させることで得る収入
などにより生計を立てていたものと考えられてい
る。 
　氷室作大夫家は、服部元之氏によると神楽方で
ある氷室光大夫長常の次男であった長興が、万治
年中（1658～1661）に別家し社家になったのが
元祖であるという。 
　慶応４年（1868）に紀佑長によって改められた
「先祖代々記」には「初代 氷室紀長興大人 （中
略）天和元年酉七月二日」とある（注14）。ま
た、「（先祖氷室作大夫等の覚え）」には、 

元祖氷室作大夫紀長興ハ本家氷室光大夫忠右衛
門長常二男氷室作大夫二別家ス 
延宝八年辛酉七月二日卒去 

と記されている（注15）。そして「先祖代々記
（C-12）」の記述では「天和九年辛酉」とあり、
年号の記述に差異がみられる。しかし、年号はち
がうが十干十二支は共通していること、「先祖代々
記（C-12）」には元祖氷室光大夫について在職19
年と記載されていることから、延宝９年（1681）
に亡くなったものと思われる。これらの記録類
は、先祖の年忌や出自が記されている所謂「過去
帳」である。氷室作大夫家文書にはいくつかの過去
帳が残されておりそれぞれの時代の当主が書き写し
所持していたものである。そのため、書き写し間違
いもあり、そのような記述の差異があったものと思
われる。 

２、氷室作大夫家所蔵什器について 
　氷室作大夫家は自宅に遠方から代参などで津島
社へ参拝に訪れた檀那（檀家）を宿泊させていた
が、それは明治時代に入ってからも続いた。そのた
め、氷室作大夫家には宿泊した檀那（檀家）をもて

なす際に使用したと思われる什器類が何点か残され
ている。今回報告する什器は氷室作大夫家の炊事
場に置かれた水屋のなかにそれぞれ箱に納められて
保管されていたものである。そのなかで箱書により
年代がわかるものもの、産地がわかるものを紹介
したい。 

奈良茶茶碗 
　箱書の記載で一番古いものは、蓋裏に「文政拾
弐年丑弐月吉日／紀房長求之」と記載された奈良
茶茶碗である。蓋表には「□□□□□□□／奈良
茶茶碗貮拾人前／持主／紀房長」と書かれている。
蓋裏には、「文政拾弐年丑二月吉日／紀房長求
之」箱側面には「奈良茶茶碗 弐拾人前／氷室作大
夫」とある。購入した当初は20人前の奈良茶茶 
碗揃いだったことが伺われるが、実際に箱のなか
に現存していたのは４客のみだった（写真１）。 
　氷室作大夫家に残されている奈良茶茶碗は、薄い
灰色器に青色で漢字があしらわれている。蓋裏と茶
碗の内側にも模様や絵が描かれており、凝った意匠
となっている。直径は10.5㎝で高台部分は4.3㎝の
大きさで小ぶりの蓋付丼といった姿である。 
　奈良茶茶碗とは、茶粥を食べるための食器であ
る。茶粥は明暦の大火以降に江戸で流行ったのが
起源だとされている（注16）。 
　茶粥は、焙じた番茶や粉茶を木綿の茶袋に入れ
煮出してから袋を引き上げ、そこへ洗った生米を入
れて粘り気を出さずにあっさりと炊き上げた粥であ
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写真１　奈良茶茶碗



る（注17）。 
　近隣では蟹江町で茶粥が郷土食として知られてい
るが、氷室作大夫家でも江戸後期に朝食に茶粥を
炊いてもてなしていたことが伺われるものである
（注18）。氷室作大夫家と同じ結社係を現在もつ
とめている山田才助家は、かつてはまのや旅館を営
み、一般の宿泊客とともに遠方からの檀那（檀
家）も宿泊していたが、朝食には白飯を出して茶粥
を出す事はなかったという。 

雀形手塩皿 
　次に古いものは、箱蓋表面に「天保三辰二月吉

日／雀形手塩皿／貮拾入」と書かれていた箱に納
められていた雀形手塩皿である。箱の側面には
「持主 紀房長」、他の二面にはそれぞれ「雀形
手塩皿 貮拾入」と書かれている。この紀房長と
は、六代目氷室作大夫家当主であった氷室紀房長
のことである。氷室房長は、天保９年（1838）
４月に亡くなっていることが慶應４年（1868）
に紀佑長によって記載された「先祖代々記」に記
されているため（注19）、「奈良茶茶碗」同様、
氷室紀房長が当主の時に購入したものである。箱
書きには弐拾入と書かれているが、現状は箱の中
に３枚だけが残されていた。この雀形手塩皿は、
雀の形を模した小皿である。丸々とした雀を象っ
た形の型で形成され雀の意匠が染め付けられてい
る（写真２）。 
　雀の形を模した小皿について、「東濃ニュース 
土岐市・瑞浪市版」には、「福良雀皿（ふくらすず
めざら）復刻版発表展」の記事が記載されている。
それには、「福良雀皿は、幕末から明治時代の初
期にかけて、東濃地域で作られた、陶磁製の小皿。
（後略）冬の寒さで、羽毛をふっくらと膨らませ
た、雀の姿を表現、『福良む（ふくらむ）』に通じ
る事から、縁起物とされてきた。羽根部分に、細か
な凹凸があるのが、特徴となっている。」と、雀を
模した小皿のことが記述されている（注20）。こ
の記事に載せられている小皿の意匠と氷室作大夫家
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写真２　雀型手塩皿

写真３　染付大猪口



の雀形手塩皿の意匠は酷似することから、氷室作
大夫家に残されていた雀形手塩皿も東濃地域で作ら
れたものであったと思われる。 

染付大猪口 
　氷室房長の名前が蓋に記された什物がもう一点残
されている。それは「天保四年癸己二月吉日」と蓋
に記された染付大猪口である。蓋に書かれた個数
が揃っており、十客が箱のなかに納められていた。
産地がどこかは不明であるが、白地に濃緑で草花
や流水紋があしらわれている（写真３）。流水紋は
魔除けなどの意味のある柄で華やかで縁起良い意匠
である。この大猪口の特徴は、口元の部分に波打つ
ような加工がされていることである。これは、酒を
入れて飲む際に口当たりをよくするための工夫であ
ると思われる。大猪口の大きさは湯呑ほどであ
り、直径は10.2㎝で高さは５cmである。 

犬山焼 
　犬山焼は、宝暦年間に犬山城の東にある今井村
の奥村傳三郎が窯を築き瀬戸風の器を焼いたのが
創始とされている。その後、犬山藩主の保護のも
と、呉州風の赤絵や雲錦手と呼ばれる桜と紅葉を
組み合わせた文様が考案され、華やかな作風が犬
山焼の代名詞となった（注21）。柳宗悦も『手仕
事の日本』のなかで犬山焼について、「尾張国では
窯場として犬山があります。陶器に赤絵を施した焼
物として名を広めました。しかし、いつも絵に生気
が乏しいのを残念に思います。」と評している（注

22）。このことは、柳宗悦の目に留まるほど、犬
山焼が赤絵を施した焼物として名を広めていたこと
を表している。 
　犬山焼は、明治16年（1883）に旧藩士の授産と
して「犬山陶器会社」これとは別に同22年
（1889）に「組合立犬山愛陶舎」が設立された
が、同24年（1891）の濃尾地震による被害で両者
とも解散し、以後は数人の陶業者によって犬山焼の
伝統が維持されてきたとされている（注23）。 
　氷室作大夫家には犬山焼の食器が４種類残されて
いた。そのなかで箱書などで年代がわかるものは、
箱の蓋裏に「明治三十三年／三月新調／氷室作大
夫」と書かれた蓋付きの犬山焼の茶碗であった。
箱の中には鼠色の地に焦げ茶色で紅葉や縁取りが
あしらわれた蓋付の茶碗が四組と蓋のみが１枚残
されていた（写真４）。その他は楓があしらわれた
丸い形の小塩皿が「犬山焼散楓模様小塩皿 廿人
前」と蓋部分に書かれた箱のなかに14枚納められ
ていた（写真５）。この小塩皿の直径は10.5cmで
皿の裏の高台部分に「犬山」と刻印が押されてい
た。焦げ茶色の縁取りと紅葉の意匠が明治三十三
年の箱書きのある蓋付茶碗と似ているため同時期
のものと思われる。「染附角塩皿 犬山焼 散紅葉渦
切手塩皿」と蓋に書かれた箱の中には角が切られ
八角形の形をした11.5×12.0cmの小皿が１４枚
入っていた。この皿の表面には渦糸切が施され、紅
葉の葉が三枚描かれている。紅葉は濃淡があるよう
に表現され、渦糸切が水面を表し、水面に浮かぶ
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写真４　犬山焼蓋付茶碗
写真５　犬山焼散楓模様小塩皿



紅葉が表されている（写真６）。 
　明治33年（1900）の箱書きのある「犬山焼茶
碗」をはじめ、年代はわからないが「犬山焼散楓
模様小塩皿」、「染附角塩皿 犬山焼 散紅葉渦切手
塩皿」は犬山焼と箱に記されているが、紅葉は赤絵
の釉薬ではなく焦げ茶色の釉薬で紅葉が表現されて
いる。陶器の色も乳白色ではなく鼠色などの落ち着
いた色合いで、一般に言われている華やかな作風と
は異なり、味わい深い落ち着いた意匠となっている
（写真７）。 
　茶碗と小塩皿の箱書には二十人前や二十人前の
内拾人前などと書かれており、一点物の器ではな
く、大人数のために誂えられた食器であったことが
伺われる。また、犬山焼とは書かれていないが、
「八角絵皿 拾人前」と書かれた箱に入っていた八
角の絵皿は、一見織部風であるが、緑の釉薬が織

部特有の深い緑ではなく、花緑青の緑である。こ
れは、犬山焼に用いられる釉薬と酷似している。
そのためこの八角皿も犬山焼と思われるが、これ
も拾人前でまとまった人数で使用するために誂え
られたものである（写真８）。 
　犬山焼について津島には興味深い事例がある。
それは、津島は昭和初期頃までは旅館組合のもと
三十数件の旅館や料亭がひしめきあっていたが、
旅館組合が希望者を募り、揃いの犬山焼のお銚子
を犬山焼の窯元に発注して作ったことがあったとい
う（注24）。それは、お銚子の胴の部分を渦状に
仕上げ、少しざらつきのある摺りガラスのような質
感の釉薬を塗り、お銚子を持った時に滑りにくい
工夫が施されている。口元の一番細くなっている部
分には赤絵に用いる赤の釉薬と花緑青の釉薬で飾
り模様が描かれている（写真９）。明治以後の犬山
焼の変遷に関してはわからないことが多いが、一点
ものも器だけではなく、同じ意匠のものを大量に
注文を受けて作っていたことがうかがわれ、実用的
な用途の犬山焼の事例として、氷室作大夫家や津島
の旅館組合の事例は貴重であると言える。 

伊勢春慶 
　伊勢春慶は、江戸時代に街道の整備や伊勢御師
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写真６　犬山焼散紅葉渦切手塩皿

写真７　参考・現代の犬山焼（個人蔵）

写真８　八角絵皿
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写真９　津島にあった旅館組合が共同購入し
た犬山焼のお銚子

写真10　伊勢春慶　五段重箱

写真11　伊勢春慶　二段重箱 写真12　伊勢春慶　菓子器

写真13　伊勢春慶　盆 写真14　伊勢春慶　切溜



の活動から伊勢神宮への参拝者が増えるに従い伊勢
の特産品として発展した（注25）。 
　氷室作大夫家には縦21.3cm、横16.0cmの高さ
の五段重箱（写真10）、高さ14.0cm、横19.5cm
の二段重箱（写真11）、直径19cm、高さ11.5cm
のすり鉢状の形をした菓子器（写真12）とその対
になるお盆（写真13）。切溜（写真14）が残され
ている。これらは透き漆が施されており木目を生か
した意匠になっている。明るい朱色を基調にした色
合いは伊勢春慶の特徴のひとつといえる。 
　これらの産地が特定でき、箱書のある箱に納め
られていた食器類の他に、産地がわからなかったも
のをいくつか確認したので紹介したい。 
　ひとつは、箱面に「□□□吸皿 拾人前／氷室作
大夫」と書かれ、その蓋裏に「安政二年卯四月吉
展／氷室紀種房」と書かれた朱塗りの吸皿が８枚
残されている（写真15）。直径は10.8cm。また、
同じく漆工のものでは、「惣黒胴〆／一口椀／霊
枝蒔絵／上リノ升吉」と箱書がある箱に納められた
蓋付の一口椀が十客残されていた（写真16）。 
　陶器では、「山水もやう三拾人前ノ内／差味皿
四拾人前」と箱側面に書かれた箱の中に高坏皿が
１枚、差味皿が三枚と異なる絵柄の差味皿が一枚
入っていた。箱書きに四拾人前とあるので、40人
分の食器を所持していた時期があったことが伺われ
る。四十人前と書かれた箱はひとつのみで、あとは
多くても二十人前と書かれたものであった。 
　氷室作大夫家文書のなかには、現在の氷室作大
夫家の母屋が建てられる以前の屋敷の様子を文政３
年（1820）に記した「文政三庚辰年八月吉日 氷室

作大夫傳り居屋敷絵図面 紀房長記之」（注26）
と母屋が建築された後の「安政五戌年二月改之 
下書 屋鋪図」（注27）「安政五戌午二月改め之 氷
室作大夫 屋鋪図」（注28）の３点の図面が残され
ている。これらの図面は、現在の住居よりも部屋
数が多く、現在は中庭になっている西側部分にも建
物があり部屋があったことが確認されている。氷室
作大夫家の住居が現在の形になったのは、明治時
代以後のことである。 
　明治政府の宗教政策で御師活動ができなくなっ
たこともあり、祈祷などの宗教活動に使用したであ
ろう部分を取り壊し、現在の住居が形成されたも
のと考えられる。そのような変化のなかで氷室作大
夫家も宿泊者の受け入れ状況も変わっていったと思
われる。 

昭和初期における氷室作大夫家のもてなし 
　御師宅に檀那（檀家）を宿泊させた時のもてなし
について、富士山御師に関しては、御師の家に伝わ
る献立を基にした御師料理が振舞われていた（注
29）。また、伊勢御師は、広大な屋敷で山海の珍
味など贅を凝らした料理で檀家を持てなしていた
（注30）。 
　近世の津島神社の場合、先に述べた通り社僧も
含め35人で組織されていた。それは伊勢御師や富
士山御師と比較にならないほどの小さな規模であっ
た。 
　津島神社の場合、御師は紆余曲折はあったが、
津島神社附属太々講社の結社係として明治時代以
降、津島神社と檀那（檀家）の橋渡し役を担っ
た。明治以後、特に戦後は結社係が廃業し、現在
では、堀田三大夫家と山田才助家二軒が所属してい
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るのみである。今は、自宅に遠方からの檀家を宿
泊させることはないが、それでもコロナ禍までは担
当している地域から太々講の時期に代参が訪れると
昼食をもてなしていたという。規模が縮小しながら
も結社係として活動が続いてきたのはなぜであろう
か。 
　氷室作大夫家がどのように檀那（檀家）をもてな
していたのかについて、昭和10年（1935）と11年
（1936）の西八百宗からの請求書などの資料によ
り垣間見る事ができる。その請求書は太々講期間
中に氷室作大夫家から受けた料理の注文に対する
請求書である。 

請求書 
四月一日 弐人 
七日 参人 
十日 四人 
十二日 壱人 
十三日 弐人 
十五日 弐人 
十六日 四人 
十七日 四人 
二十日 八人 
二十三日 壱人 
　計 参拾壱人 代 拾円七十銭也 

昭和十年五月十五日 西八百宗 
　氷室作大夫様 

この昭和10年の請求書は現在の橋詰町にあった西
八百宗から、氷室作大夫家に出されたものである
（注28）。４月におこなわれる太々講期間中に宿
泊した宿泊者の食事を西八百宗に依頼した人数の
内訳と請求金額である。この請求書から昭和10年
の太々講期間には多い日では８人の宿泊者があっ
たことがうかがわれる。 
　西八百宗は現在では閉店し建物だけ橋詰商店街
に建っているが、数十年前に閉店するまでは生鮮品
や缶詰や乾物も扱う食料品店であった。氷室作大
夫家には昭和11年（1936）の請求書も残されてい
る。それには、 

〆 
四月八日 弐人 

十日 拾人 
十二日 拾壱人 
十三日 弐人 
十四日 参人 
〃 参人 
十八日 五人 
二十日 拾壱人 
二十三日 壱人 
　計四拾八人 
　代拾八円四十八銭 

十一年五月 西八百宗 
　氷室作大夫様 

と書かれている（注29）。 
　太々講神楽は、大正14年（1925）の規約による
と、４月１日から30日までの一か月間おこなわれ
ていたが（注30）、これらの請求書の内訳から、
昭和10年と11年には氷室作大夫の担当する檀那
（檀家）の宿泊者は、期間中毎日宿泊に訪れていた
わけではないことがうかがわれる。 
　氷室作大夫家は、前にも述べた通り昭和16年
（1941）に結社係を返上し廃業していることか
ら、この時期は氷室作大夫家の結社係の晩年の時
期にあたると見る事ができる。 
　什器の中には「山水もやう三拾人前ノ内／差味
四拾人前」と書かれた箱書の差味皿が入っていた箱
があるため、宿泊者の多い時には 40人ほど受け入
れていたと思われる。四十人前と書かれた箱はひと
つしかなく、時代もいつのものかは年号が書かれて
いないのでわからない。今回確認できた什器の箱
書きには、二十人前と書かれたものが多いこと、
御膳も10膳入りの箱がふたつ残されていたことな
どから、この結社係を廃業する晩年には、20人ほ
どの受け入れ体制であったことがうかがわれる。ま
た、このふたつの請求書からこの時期には、西八
百宗へ仕出しを依頼していたことがわかる。 
　この領収書と一緒に注文書の綴りも残されてお
り、それには、 

　　記 
一六種揃 前人 
外 
硯蓋 人前 
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丼 人前 
鉢肴（照焼） 人前 
向付（刺身） 人前 
菓子椀 人前 
生蛤 人前 
右御渡シ相成度候 
　　月 日 
結社係 
八百宗御中 

と書かれている（注31）。これは印刷されたもの
で何枚かが束になっており、右上の部分が紐で一か
所くくられていた。一六種揃と書かれた盛り合わせ
が他の献立の項目よりも大きく印刷されており、こ
れが基本の料理であったと思われる。あとは状況
に合わせて品物を追加していたようである。 
　戦後母屋は倉庫のような用途で貸し出されていた
ようで住人はおらず水屋に入ってい食器た什器類も
収納場所は変わらなかったと考えられるため、当時
使用していた什器類が置かれていたと推測される。
小塩皿などの小皿が多いのも、料理は仕出しを注文
していたため取り皿が必要だったからとすれば、辻
褄が合うことである。 
　この注文書は、氷室作大夫家とは印刷されておら
ず、「結社係」としか書かれていない。注文する品
数を記入し結社係の所に注文者の名前を記す形式
となっている。「結社係」と記された印刷した注文
用紙が多数準備されていたということは、氷室作大
夫家だけが仕出しを利用していたのではなく、他の
結社係も同じように仕出しを八百宗に発注していた
ことを示している。 
　この注文書に書かれた「八百宗」とは、氷室作
大夫家からほど近い橋詰町にあった店舗である。
三十年ほど前までは橋詰商店街で東八百宗と西八
百宗というふたつの店舗が店を構えていた。その頃
は東八百宗はスーパー形式の食料品店で、西八百宗
は生鮮食品だけでなく乾物や缶詰、冬の時期には
鮒みそなども販売する食料品店であった。 
　津島市立図書館が所蔵する西八百宗の昭和初期
の店先の写真がインターネット上に公開されてお
り、店先で桶に入った大根が売られている光景や
「西八百宗」とかかれた街灯の様子が写っている
（注32）。この写真から昭和初期には青果店を営
んでいたことがうかがわれる。氷室作大夫家に残さ

れている請求書が昭和10年と11年のものであるこ
とから、この写真の時代には青果店を営む傍ら仕
出しの注文も受けていたのである。 
　西八百宗に関しては、現在祢宜町にある向島観音
堂の本尊聖観音座像の光背に、 

明治四十四年 四月 
　寄付人 二千六百疋 橋詰 西八百宗 
　　　米野□次郎 
　　　千三百疋 堤下 伊藤捨吉 
　　　八百疋 片町 真野傳右エ門 
　発起人 高木貞七 
　世話人 加藤元右エ門 
　　　　田中英夫 
　　　　原慶次郎 

と本尊を修理して光背を寄付した世話人や発起人、
寄付人の名前が記されている。そのなかの寄付人の
筆頭に「橋詰 西八百宗／米野□次郎」の名前が記
されており、まとまった金額の寄附をしていること
がわかる（注33）。 
　16種類の盛り合わせが基本で、檀那（檀家）の
付き合いに合わせて他の料理を追加していたものと
思われる。檀那（檀家）が結社係の家に宿泊した
際の宿泊費について、山田才助家の話では、結社係
になってからのことであるが、代参で宿泊する場合
には宿泊費用は御札の代金に含まれており、宿泊費
を請求する事はなかったという。結社係は、宿泊
者が津島社で購入した御札の代金から、報酬が結
社係に支払われており、その報酬に檀那（檀家）の
宿泊代金も含まれていたという。山田才助家はかつ
てまのや旅館を経営し、一般の宿泊客も受け入れて
いたが、代参での宿泊客の食事は一般の宿泊客よ
りも控えめであったという（注 34）。 
　氷室作大夫家には、大正14年３月28日に清酒を
正味一斗を購入した記録も残されている。その表紙
には「大正拾四年度／酒御通／太々講」と書か
れ、裏には「おかめや／氷室作大夫様」とある掛
け売りの記録帳である（注35）。帳面のなかに
は、14年３月から15年２月の一年と期限がある
が、表紙に赤字で太々講と書かれていること、３月
28日に清酒を正味一斗購入したことが書かれてい
る。昭和10年、11年よりは10年以前のことである
が、太々講期間に一斗の清酒を購入して檀家に供し
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ていたことがわかる。また、「おかめや」は20年
ほど前迄営業していた寿町にある酒屋である。この
御通帳からおかめやから酒を購入していたことがわ
かる。 
　氷室作大夫家の座敷で、西八百宗から取り寄せた
仕出しを、小塩皿に取り食べながら湯呑のような大
きさの大猪口で酒を飲む様子が、氷室作大夫家の
水屋に残されていた食器や史料から浮かび上がって
くる。また、西八百宗やおかめやといった近隣の
商店と取引をしていたことも見える。 
　戦後、結社係の自宅に檀那（檀家）を宿泊させる
ことが難しくなり、津島神社境内に宿泊施設である
参集所を建設し、遠方の檀那（檀家）で希望する
者は参集所で宿泊するようになるが、参集所に宿
泊する檀那（檀家）をもてなすのは津島神社の神職
が対応していたという。その時の経験がある神職の
話では、参集所に檀家が宿泊する時には、津島市
内の業者に仕出しを注文し、檀那（檀家）は清酒
を飲みながら仕出しを食べ、神職と膝を突き合わ
せて様々な雑談をして語りあったという。今ではコ
ロナ禍以降特に、檀那（檀家）と地元の話などさ
まざまなことを語らうことが少なくなり、神社側と
檀那（檀家）双方を理解するよい機会だったと語っ
ているが（注36）、同じようなことが、結社係の
家に檀那（檀家）が宿泊していた時代にも当てはま
るのではなかろうか。 

まとめ 
　これまで紹介した氷室作大夫家に残されていた什
物を見ていくと、産地がわかるものは犬山焼、美
濃焼、伊勢春慶と近隣のものであることがわかっ
た。これらの什物は、派手さはないが実用的な意
匠で「用の美」を体現するものである。そのなか
で、犬山焼が四種類と一番多かった。呉州風の赤絵
や雲錦手と呼ばれる桜と紅葉を組み合わせた文様
が考案され華やかな作風が犬山焼の代名詞で広く
知られているが、それとは異なる実用的で堅実な意
匠の什物が犬山で作られていたことがわかった。ま
た、今回紹介した什物は、近隣で生産されていた陶
器や漆器であるが、「用の美」を形容するような
什物を選んでいたことに氷室作大夫家の文化人とし
ての側面の垣間見る事ができるものである。 
　どのようなもてなしを氷室作大夫家が檀那（檀
家）にしていたのかということについて、昭和10

年、11年に西八百宗から出された請求書や印刷さ
れた注文書の束から仕出しを取り寄せていたこ
と、大正14年には、太々講の直前におかめやから
正味一斗の清酒を購入していたことがわかった。こ
のことから、仕出しや清酒で代参で宿泊した檀那
（檀家）をもてなしていたことが伺われる。 
　戦後になり、結社係が廃業するなかで、津島神社
の境内に参集所が建てられ、遠方からの代参に来る
檀那（檀家）への対応を津島神社が担うようにな
るが、参集所でも持ち回りで津島市内の業者が仕
出しの注文を受けると納入し、檀那（檀家）の応
対は津島社の神職が担っていた。膝を突き合わせて
様々なことを語らうため檀家との信頼関係を築く場
でもあったというが、同じことが結社係が自宅へ
檀那（檀家）を泊めていた時にもいうことができ
る。それが津島信仰の特色の一つと言うことがで
きる。 
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